
平成２４年度第５回 理 事 会 議 事 録 
 

一般社団法人         
静岡県建設コンサルタンツ協会 

 

１．開催日時 平成２４年１１月６日(火) １０時１５分開会１２時閉会 

２．開催場所 一般社団法人静岡県建設コンサルタンツ協会 会議室 

３．理事会開会 

（１）出席した役員等の氏名 

会 長   齋  秀 

副会長   森崎祐治  服部剛明   藤山義修 

理  事   遠藤喜德   松井藤雄   近藤拓己   吉田英司 

監 事   

【欠席 理事 杉山 博、 監事 鶴田忠男 蓮池康彦】 

事務局長 村松光康                  

理事９名中、８名出席により理事会は成立。 

（２）齋会長挨拶 

（３）定款第３５条の規定により齋会長が議長に就任。 

４．議 事 

（１）静岡県内陸フロンティア振興特別委員会への参考人招致要請への対応等につい

て 

県議会事務局政策調査課より11月28日(水)の特別委員会において「新東名高

速道路を活用した内陸部の地域振興」に関し意見を伺いたいとの話が9月に㈱

フジヤマにあり、10 月 29 日には政策調査課堀池主幹が協会事務所に来所し、

改めて協力要請を受けた。 

そのため、協議した結果、今後は企画広報委員会（藤山委員長）が、担当する

ことに決定した。 

（２）平成２５年度(社)砂防学会研究発表会「静岡大会」への協力について 

   平成25年5月29日(水)～31日(金)の間、砂防学会研究発表会が静岡市民文化

会館を主会場として開催されるため、当協会も全面的に協力することになった。 

前回は高知県で開催され、その運営には97名が携わり、うち、高知県建設コン



サルタント協会から32名が協力している。 

今回、当協会は現地見学班の担当となったが、他の受付も協力する予定となっ

ている。 

今後、実行委員会事務局（県砂防課）で具体化されていく見込みなので、これ

からの対応は協会事務局と総務委員会が協力して作業を進めることになった。 

（３）平成２５年１月１８日（金）の行事予定について 

   1 月 18 日(金)は協会会議室で 12：00～13：30 まで理事会と政治連盟役員会を

開催し、以後ホテルアソシア静岡で、14：30～15：00 まで政治連盟通常総会、

15：30～16：30まで講演会、17：00～19：00まで新年賀詞交歓会をそれぞれ開

催することとした。 

   なお、今回の講演会講師は、天野浜松河川国道事務所長にお願いすることにな

った。 

（４）静岡県の「ふじのくに建設技術エキスパート制度」における「河川・海岸分野」 

への登録とアドバイザー派遣への協力について 

10月23日付で、静岡県建設技術監理センター所長あて、「河川・海岸分野」へ 

の登録了解と、アドバイザーとして技術研究部会松村俊幸副部会長(㈱フジヤマ 

静岡支店長)及び、同部会池田順紀委員 (㈱建設コンサルタントセンター設計部 

部長)の2名を報告したとの発言があり、了承された。 

又、河川・海岸部会の講習テーマに応じ5会員(会社)の技術社員5名もあわせ 

て報告された。 

（５）平成２４年度静岡県土木技術職員研修（橋梁点検）の講師派遣について 

   次の6名を講師として派遣し、2名は派遣を予定している。 

・10月17日(水)袋井土木管内 

藤本学氏（㈱フジヤマ）、安仲佑介氏（不二総合コンサルタント㈱） 

・10月24日(水)沼津土木管内 

滝真一氏・田辺美喜雄氏（静岡コンサルタント㈱） 

・10月25日(木)下田土木管内 

柴田和彦氏・井上卓也氏（㈱東日） 

・11月19日(月)島田土木管内 

押尾泰寿氏(服部エンジニア㈱)、荒山晃氏(昭和設計㈱)の2名を派遣予定 

（６）全コン連からの「佐藤のぶあき出版記念パーティー」への協力依頼について 

後援会からの協力要請に基づき、１県あたり10万円(1枚2万円×5枚)の協力 

依頼を受けた。協議した結果、協会も厳しい台所事情にあるが今までの経緯も 



あるので、協会から5万円、理事1人5千円(会長は1万円)をそれぞれ拠出し、 

計10万円として、要望どおり協力することとした。 

（７）顧問大石県議の県議会副議長就任祝賀会について 

12月6日(木) 18：00から牧之原市地頭方において祝賀会(会費1万円)を開催 

するにあたり、会長あてに出席依頼が寄せられたため、当日は会長が出席する 

こととした。 

（８）報告事項 

ア．道路・橋梁技術講習会 

     9 月 12 日(水)に｢あざれあ｣で開催し、98 名(会員 49、行政 35、関係団体

14)が出席した。 

   イ．都市(まち)づくり講習会 

     10 月 18 日(木)に｢あざれあ｣で開催し、37 名(会員 28、行政 5、関係団体

4)が出席した。 

   ウ．土木防災技術講習会 

     10月30日(火)に｢あざれあ｣で開催し、143名(会員55、行政51、関係団体

37)が出席した。 

     講師の1人である㈱菊池技研コンサルタントの菊池代表取締役は、東日本

大震災の地元で、津波被害にも遭われた方のため、生の話が聞かれ、示唆

に富む内容であった。 

   エ．静岡県建設技術監理センターへの建設関連業務の総合評価落札方式に関す

る要望について 

     9月11日(火)に森崎副会長(技術委員長)、吉田理事(技術委員会副委員長)、

服部副会長、吉野技術研究部会長代理、及び角南技術研究部会委員の5名

が建設技術監理センターへ出向き、勝山所長外2名に対し、総合評価落札

方式について要望した。その状況について、吉田理事から報告がなされた。 

   オ．静岡県交通基盤部長への社会資本整備の確実な推進と県内建設関連業の一

層の活用についての要望について 

10 月 5 日(金)、建設関連業の 4 団体(建コン協会、静測協、地質協会、補

償コン)の会長4名が、県交通基盤部長室において、長島部長に対し要望す

るとともに、引続き、関係の各局長・各課長に対しても協力を要請した。 

    

 

以上をもって第５回理事会を１２時に閉会した。 



この議事録が正確であることを証するため、定款第３７条に基づき、議長及び出席し

た理事が記名押印する。 

 

 

平成２４年１１月６日  

 

 

議 長・代表理事   齋     秀  ㊞ 

             

            理 事   森 崎 祐 治  ㊞ 

 

理 事   服 部 剛 明  ㊞ 

 

理 事   藤 山 義 修  ㊞ 

 

            理 事   遠 藤 喜 德  ㊞ 

                         

理 事   松 井 藤 雄  ㊞ 

             

            理 事   近 藤 拓 己  ㊞ 

             

            理 事   吉 田 英 司  ㊞ 


